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① 件  名 

ネーミングライツ事業の実施について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

石巻市の財政状況は、今後、人口の減少による市税や地方交付税の減少、また、復興による公共

施設の整備による維持管理経費の増加が見込まれるなど厳しい状況になっており、公共施設の適正

な維持管理における新たな財源の確保が必要な状況となっている。 

こうした中、現在取り組みが進められている石巻市行財政運営プランにおいて、総合運動公園、

総合体育館及び複合文化施設におけるネーミングライツの導入による財源の確保について取り組

むこととしている。 

  

【目的】 

石巻市におけるネーミングライツ事業を進めることにより、市の新たな財源を確保し、健全で安

定した財政基盤を確立するとともに、地域経済の活性化及び市民サービスの継続的な実施を図る。 

 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

  

【〔総合計画との整合性 総合計画との位置付け：有・無〕 又は〔個別計画との整合性〕】 

 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２７年 ２月  石巻市行財政運営プランの策定 

・総合運動公園及び総合体育館のネーミングライツの導入 

平成３０年 ３月  石巻市行財政運営プランの後期期間の見直し 

          ・複合文化施設のネーミングライツの導入 

 

⑤ 主な内容 

 

１ ネーミングライツ事業の実施 

スポーツ施設、文化施設、公園など不特定多数の市民が利用する公共施設を対象として、事業

者等からの提案を募集する「提案募集型」と、重点的にネーミングライツの導入が必要と考えら

れる特定の施設に対し施設所管課が実施する「特定募集型」により導入を図ろうとするものであ

るが、今回はネーミングライツ事業の導入の促進を図るため、先行して提案募集型により財務部

において実施するもの。 

 

２ ガイドラインの策定 

施設所管課におけるネーミングライツ事業の導入の推進を図るため、「石巻市ネーミングライ

ツ事業に関するガイドライン」を策定する。 

 

 

 

 

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

資料４ 



 

ネーミングライツ事業を進めることにより、市の新たな財源を確保し、健全で安定的した財政基

盤を確立するとともに、地域経済の活性化及び市民サービスの継続的な実施が図られる。 

 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 

 〔県内のネーミングライツ導入実績〕 

  ・宮城県 

  ・仙台市 

  ・塩釜市 

・東松島市 

 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

区 分 時 期 内   容 

提案募集型 平成 30 年 8 月 ・既存の公共施設全体におけるネーミングライツ募集

要項の作成 

  〃  9 月以降 ・広告活用委員会において募集要項を審議 

・施設のネーミングライツの募集について、ホームペ

ージ及び市報により公表 

（随時） ・応募の受け付け後、内容を審査し契約締結後、ネー

ミングライツの導入 

特定募集型 （随時） ・重点施設（新規施設等）について、特定募集型の募

集要項を作成し、募集を実施 

・応募の受け付け後、内容を審査し契約締結後、ネー

ミングライツの導入 
 

⑨ その他 

 

 

 


